
-平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 5 施策№ 55 事業№ 21 2

事務事業名 環境マネジメントシステム普及事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 政策 開始 9 終了
H29作成課等名 環境モデル都市推進課 H29係等名 ISO推進係 H28担当課等名 環境モデル都市推進課

基本計画上
の位置づけ

政策 5 人の営みと自然・環境が調和したまちづくり

施策 55 日常的な環境負荷低減活動の展開

目
的

対象（誰・何を） 飯伊地区の事業所
対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

飯伊地区の事業所の数
　（平成26年経済ｾﾝｻｽ-基礎調査
結果　県企画部情報統計課）

9748

意図（どういう状態
にするか）

環境マネジメントシステムの認証、自己宣言を行う事業所
の数を増やす
（ISO 14001、南信州いいむす21等）

（平成26年7月1日現在　飯田市
6521　　下伊那3227）

向上させたい上位施
策の成果指標

環境マネジメントシステムに取組んでいる事業者数

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

成果
指標

ISO 14001、南信州いいむす21の認証や登録を受けた事
業所及び自己宣言を行った事業所数。

198 204 205 205

成果
指標

※認証登録には至らなかったが、取組み相談件数含む。

定性
目標

事
業
概
要

1　環境改善活動を推進させるためにISO 14001等の認証取得を目指す事業所に対する相談・支援を実施。また、事業所の環境改善
活動を広げるため、飯田市役所が率先してISO 14001をはじめとした環境マネジメントシステム(EMS)を推進。
２　ISO 14001の認証取得が困難な場合が多い小規模事業所に対するこの地域独自の認証システム「南信州いいむす21」の普及促
進。
　①「南信州いいむす21」取り組み宣言の支援、相談 ②審査（地域ぐるみ環境ISO研究会による） ③認証取得（広域連合長による）
　④ISO 14001自己宣言を確認支援する｢南信州宣言｣に取り組む事業所を拡大。
３　地域ぐるみ環境ISO研究会への支援及び参加。

事業内容 名称 活動指標

28
年
度
事
業
内
容

１　ＩＳＯ14001推進事業
　(1) 飯田市役所環境マニュアルの改正
　(2) ISO推進に係る外部研修派遣
　(3) 相互内部監査の実施
　(4) トップインタビューの開催
　(5) 自己適合宣言イベントの開催
　(6) 保育園のいいむす21・学校のいいむす21の運用
２　南信州いいむす21推進事業
　(1) 初級、中級、上級、ＩＳＯ14001南信州宣言取組事業所訪問支援
　(2) 南信州いいむす２１資格審査
　(3) 南信州いいむす２１登録・更新審査
　(4) ホームページ等を活用したPR活動
３　地域ぐるみ環境ＩＳＯ研究会の組織強化
　(1) 代表者会、実務者会、事務局会議の開催
　(2) ぐるみ通信の発行
　(3) 温室効果ガス削減プロジェクトチーム（いいこすいいだ）への参加
　(4) 事業所における「CO2削減一斉行動週間」の実施

１
　(1) 改正回数
　(2) 延べ派遣人数
　(3) 相互内部監査員数
　(4) 参加者数
　(5) 参加者数
　(6) 施設数
２
　(1) 訪問支援事業所数
　(2) 資格審査事業所数
　(3) 登録・更新審査事業所数
　(4) 実施数
３
　(1) 開催回数
　(2) 発行号数
　(3) 参加回数
　(4) 実施回数・延べ参加事業所数

１
　(1) １回
　(2) ８人
　(3) 26人
　(4) 76人
　(5) 95人
　(6) 5１カ所
２
　(1) １事業所
　(2) 10事業所
　(3) 13事業所
　(4) 19回
３
　(1) 14回
　(2) 23号
　(3) ４回
　(4) ２回・100事業所

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 451 655 457 0

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 451 655 457

人件費計（千円）② 12,516 12,516 12,516 0

正規職員所要時間 3,500 3,500 3,500

臨時職員所要時間

総事業費①+② 12,967 13,171 12,973 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

ISO 14001の2015年版に対応する飯田市役所環境マニュアル改正を行い、事業所として移行への準備を整えることができ
た。また、「南信州いいむす21」を含む環境マネジメントシステムに取り組む事業所を増やしていくことが必要であるが、地域ぐ
るみ環境ISO研究会発足20周年イベントやぐるみ通信の発行号数の増加などを行ったことで、多くの事業所に意識づけを行う
ことができた。

改革改善
の考え方

①問題
点

企業等を取り巻くビジネス形態や社会的ニーズの変化等により、環境マネジメントシステムに取り組む事業所数が伸び
悩んでいる。また、地域ぐるみ環境ISO研究会と連携して、ISO 14001規格改訂に伴い「南信州いいむす21」マニュアル
の新規格を検討し、改正する必要がある。

②改革
提案

地域ぐるみ環境ISO研究会内に「南信州いいむす21」マニュアル改正に係るＰＪチームを立ち上げ、改正作業に取組む
とともに、「南信州いいむす21」のレベルや種類の見直しを行い、より取り組みやすいシステムの構築を行う。


